
令和６年度　全国学力・学習状況調査 

質問紙調査結果及び考察について 

 　保護者の皆様へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白河市立白河第二小学校長 
 
  「全国学力・学習状況調査」では、学習や生活の状況について質問紙による調査

 も実施しましたので、一部ですがその結果及び考察をお知らせいたします。
　特に、児童の家庭学習の取組や授業の様子に関する調査結果を公表し、学校と家

 庭・地域の協力体制を強化していくことを目的としています。
　この結果を、ぜひご家庭でも子どもさんと一緒に話し合って、家庭生活の見直し
に役立ててくださるようお願いします。

 
 １　分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫

  することはできていますか。

できている
どちらかといえば どちらかといえば 

できていない
 

できている できていない
 小 全　国 ３０．３ ５０．４ １６．２ ３．１

６ 白二小 ２６．９ ５６．４ １４．１ ２．６
                                                         　　　　　　（単位　%）

             
 【考　察】                                                                      

○　自分で学び方を考え工夫できている児童が多いようです。今後も、問いをもって
学習に取り組み、自分で調べたり友達と話し合ったりして解決することを通して、

 学び続ける子どもを育てていきます。
○　分からないことや詳しく知りたいことがあったときには、辞書や資料集、図書館

の本などを活用して自力解決にあたったり、友達との学び合いを行ったりして、解
決にあたれる授業を推進していきます。また、一人一人に応じた支援の充実を図り、
学習内容の定着に努めていきます。

 
２　授業時間以外に、普段（月～金）、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか。 

３時間以上
 ２時間以上 １時間以上 ３０分以上 

３０分未満
 全くしない 

３時間未満 ２時間未満 １時間未満

 小 全　国 １１．０ １２．５ ３１．１ ２７．０ １３．０ ５．３
６ 白二小 　３．８ 　９．０ ３３．３ ３７．２ 　９．０ ７．７

                                                                     （単位　%） 
 【考　察】

○　学校が目標としている７０分（学年×１０分＋１０分）を達成していない児童が
約半数見られます。家庭学習の習慣が身につくよう宿題や自主学習の充実に向けた

 取り組みを指導していきます。
○　今後も、学校の「家庭学習の手引き」を活用し、児童の実態に応じた宿題や課題

のあり方などを工夫していきます。家庭での動画やテレビの視聴、ゲームの時間が
長い様子が見られますので、家庭との連携による「メディアコントロール」の推進
により、学習時間の確保と充実に取り組んでいきます。

 



 ３　学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習に
 　つなげることができていますか。

当てはまる
どちらかといえば どちらかといえば 

当てはまらない当てはまる 当てはまらない
 小 全　国 ３１．９ ４８．９ １６．０ ３．１

６ 白二小 ２９．５ ５３．８ １２．８ ３．８
                                                                     （単位　%） 

 【考　察】

○　ほとんどの児童が、学習内容を見直して次の学習へとつなげようと努めている様
　子が見られます。今後も、「分からないことをそのままにしない」という意識をも

 　って学習に取り組むことができるよう指導していきます。
○　授業の終わりに、その時間でどんなことを学んだのかを振り返ったり、学習を通

して感じたりしたことなどを教科日記にまとめる活動を行っています。今後も、こ
の活動を通して学習内容の定着を図り、次の授業での課題づくりに役立てていける
ように努めていきます。

 
 

 ４　自分には、よいところがあると思いますか。

当てはまる
どちらかといえば どちらかといえば 

当てはまらない当てはまる 当てはまらない
 小 全　国 ４３．４ ４０．７ １０．５ ５．４

６ 白二小 ３２．１ ４４．９ １７．９ ５．１
                                                                     （単位　%） 

 【考　察】                                                                     

○　児童が自信をもって生活し、学習活動に取り組むことができるように、一人一人
のがんばりを認めたり、励ましたりするとともに、他の児童へも広げていけるよう

 指導していきます。
○　学級活動や帰りの会などの機会を生かし、児童相互の認め合いや励まし合いを大

切にすることで、自分への自信を高めるとともに、学級・学年での児童間のつなが
りも深めていけるように努めていきます。　


